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令和７年度伊奈町当初予算の概況 
 

一般会計予算規模 

 １５３億５,６００万円 

  （対前年比１億２,８００万円、０.８％の減） 

 

町政を取り巻く環境は、少子高齢化の進行や価値観の多様化など変化が激しい時

代への対応に加えて、気候変動による異常気象や激甚化し頻発する自然災害への対

策、長引く物価高騰による町民生活への影響といった課題が次々と現れ、大変厳し

い局面を迎えています。 

このような状況において、令和７年度は、今後１０年間のまちづくりの指針とな

る新たな伊奈町総合振興計画がスタートする節目にあたります。変化し続ける社会

情勢にスピード感を持って対応するとともに、これからも安心して住み続けられる、

ぬくもりのあるまちづくりを進めます。 

なお、一般会計と４つの特別会計をあわせた予算総額は、２２８億１,０１７万１

千円、対前年比２億６,１０６万６千円、１.１％の減となりました。 

 

 

＜主な事業＞ 

 

 〇「活気とにぎわいのあるまちづくり」関連事業         ９３，９３５千円 

・農地流動化奨励事業（拡充：アグリ推進課） ２，５１４千円 

高齢化・後継者不足による遊休農地の増加防止のため、農地の借手に農地流動

化奨励補助金を交付し、農業生産力の向上を図る。併せて担い手への農地の集

積・集約を推進する。 

・商工業活性化事業（拡充：元気まちづくり課） １７,３７３千円 

商工会や商店会連合会への補助、対象融資を利用した事業者に、保証料の補助

を行うほか、新たに、日本政策金融公庫が実施する小規模事業者経営改善資金融

資を利用した事業者に対し、利子額分の補助を行う。 

・忠次公によるまちづくり事業（継続：元気まちづくり課） １,５４９千円 

郷土の偉人である伊奈備前守忠次公を観光資源として活かしたまちづくりの

ために、忠次公レキシまつり等の各種イベントを実施する。 

・排水路整備事業（継続：土木課） ６,２０９千円 

栄地区排水対策の検討など排水機能を良好に維持し衛生環境の改善を図る。 

・街区公園等整備事業（継続：都市計画課） １０,１３５千円 

氷川児童公園トイレ設置工事など利用者が良好かつ安全に公園施設の利用が

できる状態を確保する。 
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・記念公園バラ園運営事業（継続：都市計画課） ５３,８６６千円 

・バラの町推進事業（継続：都市計画課） ２,２８９千円 

適切なバラ園の管理運営を行うとともに、バラ苗配付事業の実施やバラ栽培講

習会修了者によるバラ園管理のボランティア活動の支援により「バラのまち伊

奈」をＰＲする。 

 

〇「子育て・学びが充実したまちづくり」関連事業       ４６５,０５２千円 

・こども家庭センター設置事業（見直し：子育て支援課） ５,６６５千円 

従来の「子ども家庭総合支援拠点」と「子育て世代包括支援センター」を統合

し、子育て家庭に対する相談支援を一体的に実施することにより、児童福祉・母

子保健の両面から切れ目なく支援を行う。 

・北保育所運営事業（拡充：北保育所） １２７,４２７千円 

入所児童の安全のために施設の適切な維持管理に加え、北保育所・南保育所・

心身障害児通園施設において昼寝用簡易ベッドを導入し、保育環境の向上と保護

者の負担軽減を図る。 

・放課後児童対策事業（見直し：子育て支援課） ２０７,５２２千円 

指定管理者制度を導入し、事業者の有する専門性と運営ノウハウ等を活用し保

育環境を充実させることで、保護者が安心して就労することができ、子どもたち

もこれまで以上に安心して過ごすことができる環境づくりを推進する。 

・母子保健健康指導相談事業（拡充：健康増進課） ５,８２０千円 

妊産婦・乳児の訪問指導や乳幼児相談により健全な成長のサポートを行うほ

か、産後ケア事業を拡充することで産後の母子の心身のケアや育児のサポート等

を行い、産後も安心して子育てができるよう支援する。 

・妊婦等包括支援事業（継続：健康増進課） ３４,８４６千円 

出産、育児等に関する面談等を行う伴走型相談支援と、出産・育児関連用品購

入費用の負担軽減を図る経済的支援（妊娠届出時５万円、出生届出後５万円）の

実施など、全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができる環境を整備

し、切れ目のない支援体制を確立する。 

・英語指導助手活用事業（拡充：学校教育課） ２７,８１３千円 

英語を聞くことや話すことなどの実践的なコミュニケーション能力の基礎を

養うため、ＡＬＴの派遣をより一層充実させるとともに、中学校にオンラインＡ

ＬＴを活用した授業を取り入れ、学力の向上を図る。 

・校内教育支援センター支援員配置事業（拡充：学校教育課） １,４１７千円 

不登校児童生徒全ての学びの場を確保し、一人一人に寄り添った働きかけや支

援ができるよう、伊奈中学校に加え、小針中学校と南中学校にも支援員を配置す

る。 

・小学校整備事業（継続：教育総務課） １４,６３２千円 

防犯カメラの更新・増設や樹木剪定など、児童に安全で快適な学習環境を提供

するため、学校施設の整備を推進する。 

・中学校整備事業（継続：教育総務課） ３７,７４８千円 

南中学校武道場への空調設置や小針中学校体育館雨漏り改修など、生徒に安全

で快適な学習環境を提供するため、学校施設の整備を推進する。 

・地域部活動検討推進事業（継続：生涯学習課） ２,１６２千円 

中学校部活動の休日等における地域クラブ活動（バドミントン・尺八）の本格

稼働及び新たな種目の実証事業を行う。 
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〇「健康でいきいきと暮らせるまちづくり」関連事業       １４５,０２８千円 

・ヤングケアラー支援事業（継続：社会福祉課） １,８００千円 

当事者となりうる児童・生徒が、身近な大人に相談できるような体制をつくる

ため、町立小中学校の児童・生徒を対象とした出前授業を開催する。 

・高齢者等在宅支援事業（拡充：いきいき長寿課） ４,０１２千円 

新たに補聴器の購入費用の一部を助成し、社会参加の促進や認知症予防及び経

済的負担の軽減を図る。また、緊急通報システムを充実し、高齢者の在宅生活を

支援する。 

・いきいき長寿パスポート事業（継続：いきいき長寿課） ２５１千円 

希望する高齢者に「いきいき長寿パスポート」を交付し、本人が各種サービス

を利用する時にパスポートを提示することにより様々な特典が受けられ、高齢者

が家に閉じこもらないよう、積極的な外出を促し、健康長寿へ繋げる。 

・シニアスマホ教室実施事業（継続：いきいき長寿課） ５４９千円 

高齢者を対象に「シニアスマホ教室」を開催し、高齢者の社会進出を図るとと

もに、指先を動かすことなどで認知症対策へ寄与する。 

・各種予防接種実施事業（継続：健康増進課） １３８,１９３千円 

小児や高齢者への各種定期接種のほか、肺炎球菌や帯状疱疹ウイルスの任意接

種など、感染症等のまん延防止を図る。 

・がん患者アピアランス支援事業（新規：健康増進課） ２２３千円 

がんの治療に伴う外見の変化を補完するウィッグ及び乳房補正具等の購入に

係る費用の一部助成を実施し、がん患者の療養生活の質の向上、社会生活の支援

及び経済的負担の軽減を図る。 

 

〇「安心・安全・快適なまちづくり」関連事業       １,２９４,０６４千円 

・志久駅バリアフリー化事業（新規：危機管理課） ３２７,０６９千円 

・志久駅バリアフリー化町道整備事業（継続：危機管理課） ４４,６５８千円 

志久駅に地上階からホーム階までのエレベーターを設置する。併せてホーム下

の町道の切回し道路を整備する。 

・防災士資格取得費補助事業（新規：危機管理課） ３２５千円 

各区における共助の取組として、防災士資格の取得に係る費用の補助を行うこ

とで、地域防災の担い手となる人材を育成し、地域防災力の向上を図ることを目

的とする。 

・生活排水処理基本計画策定事業（新規：環境対策課） ２,９１１千円 

「埼玉県生活排水処理施設整備構想」に準じて「生活排水処理基本計画」を見

直し、生活排水処理人口普及率１００％を目指す。 

・地球温暖化対策推進事業（新規：環境対策課） ２,８６０千円 

現行の第４次伊奈町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）に脱炭素に向けた

取組等を取り入れ、中間見直しを行う。 

・ごみ広域処理施設整備事業（継続：環境対策課） １００,２７３千円 

上尾伊奈資源循環組合の運営費を負担し、ごみ広域処理施設の整備を推進す

る。 

・都市計画マスタープラン策定事業（新規：都市計画課） ６,２３７千円 

策定後１０年が経過した現行の都市計画マスタープランを、令和７年度から２

か年に渡って改定する。 
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・耐震診断・改修・シェルター設置補助事業（拡充：都市計画課） ９，３００千円 

地震発生時の被害を最小限に留め、人命を守るため、旧耐震基準の住宅の耐震

診断、耐震改修、耐震シェルター設置費用の一部を補助する。耐震診断の補助率・

補助上限額を拡大し、住宅の耐震化の更なる推進を図る。 

・街路整備事業（継続：土木課） ３４,３２０千円 

都市計画道路上尾伊奈線の整備のための予備設計、地質調査及び交通量調査を

実施する。 

・消防広域化運用事業（継続：危機管理課） ７３０,６２８千円 

伊奈町と上尾市の消防力の強化と、住民サービスの一層の向上を図るため、上

尾市との消防広域化の委託事務に係る経費を上尾市に負担する。 

・消防緊急車両整備事業（新規：危機管理課） ３５,４８３千円 

消防団ポンプ自動車を、安全性能、環境性能が向上された新型車両へ更新する。 

 

〇「町民と共に発展するまちづくり」関連事業        ８２６，２５７千円 

・ＤＸ推進事業（拡充：ＤＸ推進・新庁舎整備室） ３０,７６８千円 

行政のデジタル化推進により、行政手続きのオンライン化や職員事務の効率化

等を進めることで、住民サービスにおける利便性向上、行政運営の安定化を図る。

また、公開型ＧＩＳに上下水道台帳・防災マップのデータを追加整備する。 

・役場庁舎建設事業（継続：ＤＸ推進・新庁舎整備室） ４８４,９４５千円 

新庁舎整備に向けた実施設計と新庁舎本棟工事用地確保のため既存車庫等の

解体を行い、新庁舎本棟工事に着手する。 

・地域情報化推進事業（拡充：ＤＸ推進・新庁舎整備室） ７,８９９千円 

ＬＧＷＡＮへの安定的な接続の確保及び施設予約システムの提供とともに、被

災者生活再建支援システムの導入により、被災者生活再建支援や平時における避

難行動要支援者情報の共有等のためのシステムを整備する。 

・町村情報システム共同化推進事業 

（継続：ＤＸ推進・新庁舎整備室） 

２６７,２７６千円 

県内町村情報システム共同化による主要な基幹業務システムの安定稼働を図

る。また、国が定める基幹系業務システムの標準化移行対応を行う。 

・国際化推進事業（継続：コミュニティ推進課） ２,０４４千円 

国際交流イベントの実施等による多文化共生社会実現に向けた啓発を行うと

ともに、異文化理解の促進や窓口での通訳支援等を行うことで、国籍や言語に関

係なく安心して暮らせる町を目指す。 

・参議院議員通常選挙費（拡充：選挙管理委員会） ３３,３２５千円 

参議院議員通常選挙に要する費用。町南部地区に投票日前日のみ期日前投票所

を１箇所増設し、有権者の利便性の向上を図る。 

 


